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はじめに 

 

 2018年に全国で発生した食中毒事例のうちノロウイルス

（NoV）が原因とされたものは，256事例，患者数8475人で

あり，2017年と比較して事例数はやや増加したものの，患

者数は同程度であった1)．しかし，依然として食中毒全体の

患者数の約半数を占めており，食中毒の主要な病原体とな

っている．埼玉県においてもNoVを原因とした多くの食中毒

事例が発生している．今回，2018年度の当所における食中

毒関連検査のウイルス検出状況及び検出されたウイルスに

おける遺伝子解析結果について報告する． 

  

対象および方法 

 

 2018年 4月から 2019年 3月の間に食中毒疑いとして搬

入された糞便検体91事例，478 検体を対象とした．病原

ウイルスが確定しており，検査対象ウイルスを指定した

検査依頼があった場合はそのウイルスの検査を，病原ウ

イルスが未確定の場合は，NoV遺伝子群 I（NoVGI）及び

遺伝子群 II（NoVGII）について検査を実施した．また一

部の検体は，保健所の依頼に基づきサポウイルス(SaV)，

ロタウイルスA群(RotaA)， ロタウイルスC群(RotaC)に

ついても検査を実施した． 

 検査にはリアルタイムPCR法を用いた遺伝子検出を行

った 2,3,4)．また，NoVが検出された事例の従業員及び患者

1～2検体について，RdRp領域及びVP1の N/S領域の塩基

配列をダイレクトシークエンス法にて決定し，RdRp領域

及び N/S領域についてMEGA7を用いて系統樹解析を行っ

た．また，得られた配列はNorovirus Genotyping Tool

（http://www.rivm.nl/mpf/typingtool/ norovirus/）

（最終閲覧日：令和元年12月 6日）を使用し型別を行っ

た．型別表記はProposal for a unified norovirus 

nomenclature and genotyping5)の推奨表記法に準じ，遺

伝子群.RdRp遺伝子型（P）-遺伝子群.VP1遺伝子型（G+

数字.P+数字-G+数字.数字）のように記載した． 

 

結果及び考察 

 

１ 遺伝子検出結果 

 2018年度の食中毒関連検査状況を表 1に示した．NoVGI

埼玉県における食中毒関連検査のウイルス検出状況（2018 年度） 
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＊現 本庄保健所 

年月 患者 従事者 患者

検体数 GI GII その他 検体数 GI GII その他 検体数 GI GII その他

2018年4月 8 2(1) 7 4 11 3 6(4) 17 1 9

5月 8 3(2) 14 10 7 2 5(4) 7 5 1(RotaA)

6月 5 2(1) 14 9 7 3(2) 8 7

7月 3 1 1 2 2†

8月 6 2 29 4(1) 18 2

9月 11 4 12 7(1) 15 2

10月 7 3 4 2 4 12

11月 8 4(1) 16 7 15 2 4 8

12月 10 6(4) 61 51 23 4 4(3) 11 5

2019年1月 4 2(1) 5 2** 3** 2(2) 20 9

2月 12 3(2) 23 18 16 3 9(9) 39 10 17

3月 9 7(4) 33†† 13 11(SaV) 17 2(1) 4 3(SaV)

計 91 39(16) 219 6 111 11 98 3 11 0 52(27) 161 11 56 4

　　 * ( )内陽性事例数再掲 　　 ** GI，GIIの両方が検出された検体は，それぞれに集計した．

　　† 非発症者1件を含む 　　†† 非発症者3件を含む

　　GI NoVGI RotaA ロタウイルスA群

　　GII NoVGII SaV サポウイルス

表１　食中毒関連検査状況

事例数
県内事例 関連調査事例

事例数*
検出ウイルス 検出ウイルス

事例数*
検出ウイルス
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と NoVGIIの両方が検出された検体はそれぞれに集計し

た． 

 県内発生事例は2017年度と比べ増加し 6），39事例 317

検体の検査を実施した．内訳は患者219検体，調理従事者

98検体であった．県外発生の関連調査事例（以下，関連

調査事例という）は52事例 161 検体の検査を実施した． 

 NoVは，県内発生事例では7月～10月以外の各月で検出

され，12月及び 3月に各 4事例，5月と2月に各2事例，

4月，6月，11月及び1月に各1事例ずつから検出され

た．4月の 1事例からNoVGIが，1月の 1事例からは

NoVGI及び NoVGIIの両方が検出された．それ以外の事例

からは全てNoVGIIが検出された．一方，関連調査事例で

は 4月の 1事例及び2月の4事例から NoVGIが検出され，

4月～6月，8月，9月及び12～2月に NoVGIIが検出され

た． 

 SaVは 1月及び 3月の県内発生事例 4事例23検体及び3

月の関連調査事例 1事例 3検体について検査を実施した．

3月の県内発生事例1事例 11検体及び関連調査事例1事

例 3検体からSaVが検出され，この時期にSaVの流行があ

ったことが示唆された． 

 RotaAは 1月の県内発生事例1事例 2検体，4月及び 5

月の関連調査事例 2事例 5検体について検査を実施し，5

月の関連調査事例 1事例 1検体で検出された． 

 RotaCは 1月の県内発生事例1事例 2検体，5月の関連

調査事例 1事例 1検体について検査を実施し，全て不検出

だった． 

 

２ NoV遺伝子型別と系統樹解析 

 県内発生事例 16 事例 46 検体，関連調査事例 24 事例 25

検体の遺伝子型別ができた．検出された遺伝子型を表 2に

示した．RdRp 領域及び N/S 領域の両方が型別できたのは，

NoVGIは 3種類，NoVGII は 7種類であった． 

 2018年度は2016年度に検出数の多かったGII.P16-G11.2

が 7)最も多く，検出事例40事例中11事例から検出された．

次いでGII.Pe-GII.4が，検出事例40事例中 8事例から検

出された．2017 年 12 月に新たに報告された組み換えウイ

ルス GII.P12-GII.4 Sydney_2012は 8)，埼玉県では確認さ

れなかった． 

 生カキの喫食が確認された事例は 3 事例あり，1 事例は

NoVGIと NoVGIIの両方が，また，2事例はNoVGIIのみが検

出された． 

 NoVGIの RdRp領域の系統樹を図1aに示した．GI.P2は 4

月に 1 事例，2 月に 3 事例の合計 4 事例から検出され，そ

れぞれの塩基配列は類似していた．この他，2017年度には

検出されなかったGI.Pd と GI.Pbが 1事例ずつから検出さ

れた．このうちGI.Pbは，2016年度に検出されたものと塩

基配列が類似していた． 

 N/S 領域の系統樹を図 1b に示した．GI.2 及び GI.6 は

RdRp領域と同様，それぞれの塩基配列は類似していた．一

方で GI.3 は，2016 年度に検出された株と N/S 領域は類似

していたが，RdRp 領域は 2018 年度の株が GI.Pb であるの

に対し，2016 年度の株は GI.P3 で異なる遺伝子型だった． 

 NoVGII の RdRp 領域の系統樹を図 2a に示した．2018 年

度に検出された主要な RdRp 遺伝子型は GII.P16 で，2016

年度及び 2017 年度に検出された株と塩基配列は類似して

いた．GII.P16のVP1遺伝子型は多くはGII.2であったが，

3 株は VP1 遺伝子型 GII.4 であった．この組み合わせの遺

伝子型は 2016 年度に 1 株検出されており，この株とも塩

基配列は類似していた．今回，Norovirus Genotyping Tool

で GII.P12 と分類された株が，系統樹解析ではそれぞれ

GII.Pj に分類された．これは，これまでの RdRp 解析領域

よりも短い配列で系統樹解析を行ったことが原因と推測さ

れた． 

 NoVGIIの N/S領域の系統樹を図2bに示した．2018年度

に検出された主要な VP1 遺伝子型は GII.2 及び GII.4 で

2017年度と同様であった．GII.2の塩基配列は，2016年度

及び 2017 年度に検出された各遺伝子型と類似していた．

一方，GII.4 は RdRp 遺伝子型が GII.Pe と GII.P16 のもの

で，異なるクラスターを形成した．GII.P16 をもつクラス

ターには，2016年に大阪市から報告されたGII.P16-GII.4 

Sydney2012変異株 9)が含まれている．2018年度は2種類の

GII.4が流行していたことが示唆された．また，GII.3の 1

株（18-52 GII.3 18.8）が系統樹上他の GII.3検出株と異

なる場所に位置しており，その他のGII.3検出株とは解析

領域の281塩基中約20塩基が異なっていた．この株はRdRp

領域の解析ができなかったため詳細については不明であっ

た． 

 今年度は途中から遺伝子型別に使用するプライマーを

dual-typingプライマー10)に変更した．これまでRdRp領域

と N/S領域を解析するにはそれぞれ検査を行う必要があっ

たが，このdual-typingプライマーを用いることでRdRp領

域の一部と N/S領域を一度に解析することが可能となり，

より迅速に検査が可能となった．しかし，一部のRdRp遺伝

子型において，Norovirus Genotyping Toolによる遺伝子

型と系統樹解析による遺伝子型が異なっていた．今後，系

統樹解析の手法やレファレンス株の選定等について検討が

必要と考えられた． 

 2016年4月に食中毒事例においてNoV遺伝子型別を行う

NoV GI
検出

事例数
NoV GII

検出
事例数

GI.P2-GI.2 4 GII.P16-GII.2 11
GI.Pd-GI.3 1 GII.P16-GII.4 3
GI.Pb-GI.6 1 GII.Pe-GII.4 8

GII.P17-GII.17 5
GII.P12-GII.3 4
GII.P7-GII.6 1
GII.P8-GII.8 1

(GII.3) 1

表2　検出NoV遺伝子型

[遺伝子群．RdRp遺伝子型-遺伝子群．VP1遺伝子型]

( )内は、VP1領域のみ遺伝子型別ができた株
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よう通知がなされ 11)，食中毒の判断をする際の科学的根拠

は重要性を増している．速やかな解析を行うために，必要

に応じて新たな検査技術の導入を考慮する必要がある．ま

た近年，GII.P12-GII.4 Sydney_20128)のような新たな組み

換えウイルスが報告されている．常に市中流行株の動向を

把握し，新たな組み換えウイルスの出現を監視することも

必要である． 
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図 1 NoV GI 系統樹（NJ 法） 

a RdRp 領域（245 塩基），b N/S 領域（294 塩基） 

当所で 2018 年度に解析した検体は太字とし，検体名は 事件番号 RdRp 型（P+番号）-VP1 型 発生年．月となっている． 

参照株の名称は 遺伝子型 | アクセション番号となっている． 

〇 2016 年度検出株 

a b 
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図 2 NoV GII 系統樹（NJ 法） 

a RdRp 領域（265 塩基），b N/S 領域（281 塩基） 

当所で 2018 年度に解析した検体は太字とし，検体名は 事件番号 RdRp 型（P+番号）-VP1 型 発生年．月となっている． 

参照株の名称は 遺伝子型 | アクセション番号となっている． 

〇 2016 年度検出株   ◇ 2017 年度検出株  △ 2018 年度発生動向調査検出株 

● 2016 年度検出 GII.P16-GII.4 株  ★ GII.P16-G.II4 Sydney2012 変異株（2016 年大阪市報告） 

 

b a 


